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公 示 

 

２０２１年ＪＡＦ公認「ＭＳＣＣラリーin 鮫川」は、一般社団法人日本自動車連盟（以下「Ｊ

ＡＦ」という）の公認のもとに国際自動車連盟（以下「FIA」という。）の国際モータースポーツ

競技規則およびその付則に準拠したＪＡＦの国内競技規則およびその細則、ラリー競技開催規定、

関東デイラリーシリーズ共通規則書および本競技会特別規則に従い、準国内競技ならびにクロー

ズド競技の併催として開催される。 

 

第１条 競技会名称 

 ＭＳＣＣラリー in 鮫川 

 

第２条 競技格式 

 ＪＡＦ公認：準国内、クローズド競技併催 ＪＡＦ公認番号 2021年 1110号 

 

第３条 競技種目 

ラリー競技開催規定の付則「第 1種アベレージラリー開催規定」に従ったラリー 

 

第４条 開催日程および開催場所 

 2020 年 7月 11日（日）1日間 

 福島県東白川郡鮫川村内 

ラリースタート/フィニッシュ：福島県東白川郡鮫川村 鹿角平観光牧場 

 

第５条 プログラム 

 6 月 19日（土）                                   

9：00～  参加申込受付開始 
 

 6月 30日（火）                                  

19：00         参加申込受付締切り 
 

 7月  5日（月）                                   

21：00           HPにてエントリーリスト発表 
 

 7月 11日（日）                                   

07：30～08：20   公式受付               鹿角平観光牧場駐車場 

07：40～08：20   公式車両検査             鹿角平観光牧場駐車場 

08：20～     第 1回審査委員会           鹿角平観光センター 

08：40～09：00   ドライバーズブリーフィング      鹿角平観光牧場駐車場 

09：31～      ラリースタート            鹿角平観光牧場駐車場 

14：00(予定)    ラリーフィニッシュ          鹿角平観光牧場駐車場 

15：00(予定)    暫定結果発表             鹿角平観光牧場駐車場 

15：30(予定)    正式結果発表             鹿角平観光牧場駐車場 

15：30(予定)    表彰式                鹿角平観光センター 
 

第６条 コース概要 

総走行距離 ：約１００km   路面 ：舗装路(ターマック)＋一部未舗装（グラベル） 

 

第７条 競技会本部（HQ） 

福島県東白川郡鮫川村 鹿角平観光牧場 

 事務局長 西井 敏則 ℡ 090-7202-0057 

開設日時：７月 11日（日）7：00 ～ 17：00 
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第８条 オーガナイザー 

 マツダスポーツカークラブ(略称 ＭＳＣＣ) （JAF公認クラブ No.13014） 

所在地：〒154-0002 東京都世田谷区下馬 6-24-9 小島アルミ㈱内 

TEL 03-3414-0176  FAX 03-3414-0472 

代表者名：西井 敏則 

URL   ：http://www.mazdasportscarclub.jp/ 

 

第９条 組 織 

１）大会役員 

   ・組織委員長：    西井 敏則(MSCC) 

     ・組織委員：      遠藤 彰(MSCC)、小島 正利(MSCC) 

２）競技会主要役員 

（a）競技会審査委員会 

  ・審査委員長：   山口 昌也(JAC) 

  ・審査委員：   安田 真也(FQRC) 

（b）競技役員 

   ・競技長：        遠藤 彰(MSCC) 

   ・コース委員長：    園田 裕康(MSCC) 

   ・計時委員長：         成澤 宏樹(MSCC) 

   ・技術委員長：        織原 敏明(MSCC) 

   ・事務局長：          西井 敏則(MSCC) 

 

第１０条 参加申込受付期間 

・受付け開始：2021年 6月 19日（土）    09:00 

・受付け締切：2021年 6月 30日（水）   19:00 

 

第１１条 参加申込および問い合わせ先（大会事務局） 

１）大会事務局  ；〒251-0056 神奈川県藤沢市羽鳥 2-13-4 

TEL：0466-36-9173(土日・祝日を除く 10:00～17:00) FAX：0466-36-9173 

ＭＳＣＣラリー in 鮫川 大会事務局 担当 西井敏則 

E-mail：msccrally@mazdasportscarclub.jp 

URL    ：http://www.mazdasportscarclub.jp/ 

２）参加申込 

オーガナイザー所定の下記書類に必要事項を記入し署名捺印の上、申込期間中に大会事務

局に郵送、もしくは直接提出しなければならない。 

提出書類 

・参加申込書（含む、車両・保険申告/競技出場経歴申告/誓約書） 

・車検証（写し） 

・競技用保険証（写し）(競技保険未加入者は第１２条参照) 

３）参加料金 

参加費/クルー 2名   \20,000- 

鹿角平 BBQ追加費用 １台２名まで\2,000- 

参加費 1名追加       \ 2,000-（BBQ含む） 

４）支払い方法 

参加料は 7月 6日（月）迄に下記口座へ振り込みのこと。 

三菱東京ＵＦＪ銀行 広尾支店 普）１２２８４１４ 

マツダスポーツカークラブ 丸山尚人 （まるやまなおと） 

※ 振込み手数料は申込者の負担とする 
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第１２条 保 険 

ラリー競技に有効な対人賠償保険、対物保険、ならびに搭乗者保険に加入していること。 

なお、JMRC 関東ラリー見舞金とスポーツ安全保険もしくは JMRC 見舞金制度等に加入すること

で保険に代えることができる。 

（搭乗者保険に関しては JMRC 関東ワンイベント見舞金(\1,500/名)を人数分加入し、対人賠

償保険、対物保険に代え JMRC 関東ラリー見舞金(\5,000/台)に加入することで保険に代え

ることができる。） 

JMRC関東の見舞金制度への加入は参加申込書に必要事項を記入して主催者に申込むこと。 

 

第１３条 参加資格 

１）クルーは、ドライバーに加え、少なくとも 1名をナビゲーターとし、当該自動車検査証の

乗車定員欄に記載された定員以内であれば、2 名以上のナビゲーターが乗車することがで

きる。 

２）ドライバーおよびナビゲーターはいずれも競技中に運転を行ってよいが，公道上で当該参

加車両を運行するに有効な自動車運転免許証および当該競技会に有効な競技運転者許可証

を所持していなければならない。 

３）上記２)における参加資格を満足しない場合でも、関東デイラリーシリーズ共通規則書第

13条によりパッセンジャーとして参加することができる。 

４）パッセンジャー以外のクルーは当該年有効な JAF国内競技運転者許可証 B以上を所持して

いること。（準国内エントラント） 

 

第１４条 参加受理および申し込み事項の変更 

１）参加受理 

競技会事務局にて参加者の正式受理を決定し，ホームページに参加者一覧を公開すること

で通知する。 

２）参加不受理 

参加不受理の場合は、事務諸経費 2,000円を差し引いて参加料を返還する。また、正式参

加受理後、参加料および提出書類はオーガナイザーの都合で競技会を中止した場合を除き、

一切返還されない。 

３）乗員の変更 

正式参加受理後のクルーの変更は認められない。但し、ナビゲーターについては、参加者

から理由を付した文書が提出され、競技会審査委員会が認めた場合はこの限りではない。 

４）参加車両の変更 

正式参加受理後の参加車両の変更は認められない。但し、参加者から理由を付した文書が

提出され、競技会審査委員会が認めた場合は、同一クラスに限り認められる。 

５）参加拒否 

オーガナイザーは参加者に対して、その理由を明示する事なく参加を拒否する権限を保有

する。 

 

第１５条 参加台数 

１）総参加台数 40台までとする。 

２）申込台数が 40台を超えた場合は，競技会組織委員会の選考により決定する。 

 

第１６条 参加車両 

１） 車両の定義 

2021 年 JAF 国内競技車両規則第 2 編ラリー車両規定に従った R 車両、RJ 車両、RF 車両、

RPN 車両、AE 車両、RB 車両（2002 年ラリー車両規定に従って製作したラリー車両 )、 F

車両とする。 
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２） 競技車両に搭載するもの 

（1） 非常用停止表示板(三角反射板) 

（2） 非常用信号灯(発炎筒) 

（3） 牽引用ロープ 

（4） 救急薬品 

３）ラリーコンピューターの定義 

車両から走行距離情報を取り出し時計と組み合わせて指示速度に対する早遅を表示するこ

とができ、かつ、パスコン(指示速度の変更)処理ができる機器、および、アプリケーショ

ン。また、ファイナルタイムを表示する （パソコン、タブレットやスマートフォンなどの）

ラリーアプリケーション。 

 ３）電子式トリップメーターの定義 

   電子式トリップメーターとは、走行距離を算出するための情報を電気的に取り込む方式の

トリップメーター、補正率を入力できるトリップメーター、何らかの方法により走行距離

を検出しそれを表示する（パソコン、タブレットやスマートフォンなどの）アプリケーシ

ョン。 

 

第１７条 クラス区分 

Ａクラス：使用機器の制限を設けない。 

Ｂクラス：ラリーコンピューターの使用は認められない。 

Ｃクラス：使用機器の制限を設けない。（共通規則書第１６条、及び２４条により減点計算

がＡ，Ｂクラスとは異なる） 

※関東デイラリーシリーズ共通規則書第１６条、２４条を参照 

 

第１８条 公式車両検査 

１）場所 

鹿角平観光牧場駐車場 

２）車両検査 

規定の時間内に車検に合格しない車両は，例外なくスタートできない。 

３）再検査 

ゴール後、暫定結果に従い、各クラスの 1～3位までの車両に対して、再車検を行う場合が

ある。 

 

第１９条 タイヤ 

使用できるタイヤの種類および本数は制限しないが、使用するタイヤはいかなる場合に於いて

もスリップサインが出ていないこととする。 

 

第２０条 ルート 

１）競技のルートおよびその他の必要情報はすべて指示書（コマ図）に記載する。 

２）オーガナイザーは、天候・道路状況によりルートおよび指示事項を公式通知により変更す

る場合がある。 

３）ルートはオーガナイザーが数回の試走を行い、基準を定める。 

 

第２１条 計時方法 

１）公式時刻は、日本標準時を基準とした競技会計時委員の時計による。 

２）計時は車両の前輪の中心が CPラインを通過した時刻を計測する。 

３）計時はすべて秒単位で行われ，秒未満を切り捨てる。 

 

第２２条 チェックカード及びコントロールシート 
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クルーは指定の時間内にチェックカード等をコントロールシートに貼付し、かつ必要事項を記

入したうえで HQ に提出しなければならない。 

 

第２３条 チェックポイント(CP) 

１）CPは原則として進行方向左側に設置され、CP表示物によってその位置を競技者に明示する。 

２）CP の位置とその区間の決定は安全を考慮した適切なものとすることとし、CP間距離の規制

はないものとする。 

３）申告 CP(秒計時)を置く場合がある。申告 CPでは正解分秒を計算しコントロールシートに記

入の上、提出する事。 

 

第２４条 パスコントロールポイント(PC) 

１）各 CP間には速度変更地点(PC)を設置することがある。 この地点までの所要時間計算の秒

はそのまま加算し、秒未満は切り捨てる。 

２）PC からの指示速度は指示書に記載する。 

 

第２５条 CPの通過方法 

１）特に指示された CP を除き CP、フィニッシュの発見後、時間調整とみなされる徐行をした

場合は競技役員が速やかにチェックインをうながし、さらにその指示に従わない車両はそ

の役員が当該車両を発見した時刻を通過時刻として記録される。 

２）各 CPのコントロールライン通過後はラインから 10m～50m先の CP役員車停止位置に停車し

てチェックカードの交付を受けること。すでに停車中の競技車のある場合は前方車の後部

に順次停車し、前方車が発進してから前進し正しい位置で交付を受ける。 

３）競技車は CP役員車の横に競技役員の安全のため三角反射板が設置された場合、これに接触

しないよう正しい位置に停車すること。 

４）計測ライン上を 2台以上の競技車が並進して通過した場合、進行方向右側の車両は計時さ

れない。 

５）CP に於いて先着車は後続車の進路を妨げてはならない。 

６）CP の発見は競技者の義務とする。 

 

第２６条 CPからのスタート 

CPからのスタート時刻はチェックカードに記載されている時刻に 1分を加えた時刻とする。 

(CP カード記載時刻 10:45’25” の時>10:46’25”スタート) 

 

第２７条 CPの開設・閉設 

CPの開設は 1号車の通過(到着)予定時刻の 15分前より開設され、閉鎖は最終号車の通過(到着)

予定時刻の 15分後を原則とする。ただし、全車の通過(到着)が確認された場合はこの限りでは

ない。 

 

第２８条 減点 

１） A,B クラスは、区間標準所要時間に対する遅早 1秒につき 1点の減点とする。 

Cクラスについては、別途減点の計算方法を指示する。 

２）CP 不通過車両は 1箇所につき 1000点とする。 

３）コントロールシートの提出期限を過ぎた場合、1分につき 10点とする。 

４）コントロールシートの計算間違いをした場合、1箇所につき 10点とする。 

５）CP 不成立の区間で他に影響を与えた第一原因車に対しては 1000点の減点とする。 

６）後続車の進路を妨げた場合は 1000点の減点とする。 

７）CP カードの紛失の場合、オフィシャル控えにより減点を計算し、減点結果に 1000 点の減

点を加える。 
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８）CP 発見後，時間調整と見なされる停車をしたとき 1000点の減点とする。 

９）上記を超える違反は競技会審査委員会の裁定による。また競技会審査委員会は、必要な場

合に上記減点を重くすることができる。 

 

第２９条 競技結果 

１）競技結果は区間標準所要時間に対する減点およびその他減点合計して決定される。 

・暫定最終結果：当該ラリー終了後発表される暫定結果。 

・正式最終結果：暫定最終結果発表後、30分が経過し、競技会審査委員会による承認を経た

当該ラリーの公式結果。 

２）各クルーの成績は減点合計の少ないものを上位とする。同点の場合、共通規則書第２５条

により順位を決定する。 

 

第３０条 リタイヤ 

１）競技から離脱した場合は直ちに最寄りの競技役員にリタイヤ届けを提出すること。提出が

不可能な場合は電話等の手段で競技会事務局に連絡すること。 

２）失格またはリタイヤとなった場合は直ちにゼッケン、ラリー競技会之証およびその他の競

技関係添付物を取り除くこと。 

 

第３１条 参加者の遵守事項および注意事項 

１）競技中は道路交通法の遵守を最優先とする。 

２）一般車両および歩行者に迷惑を及ぼさないこと。 

３）他車に追従する場合または対向車のある場合は、前照灯の照射方向を適切に変換し、眩惑

を生じさせないよう留意すること。 

４）明らかに追い越そうとしている車両がある場合は安全かつ速やかに進路を譲ること。 

５）登録したクルー以外は乗車してはならない。 

６）クルーは指示された行程を正確に維持しなければならない。尚、何らかの原因でオーガナ

イザーが迂回を指示した場合はその迂回ルートに従うこと。 

７）安全ベルトは必ず装着すること。 

８）競技上のあらゆる規定、オーガナイザーの指示に従い、スポーツマンとして公正な行動を

とること。 

 

第３２条 罰 則 

参加者または乗員が下記に該当する行為をなした場合には、失格となる。 

１）対人あるいは対物事故を起こしたとき。 

２）道路交通法に違反したとき。 

３）リタイヤの申告をせず競技から離脱したとき。 

４）走行マナーおよび競技者としての態度や品行に問題があるとき。 

５）チェックカード、タイムカードもしくはコントロールシートを改ざんしたとき。 

６）車両規則違反が発見されたとき。 

７）競技中に乗員または車両を変更したとき。 

８）参加者または関係者間で不正行為があったとき。 

９）その他競技役員の重要な指示に従わなかったとき。 

１０）各諸規則および本規定ならびに競技会特別規則に関する重大な違反があったとき。 

 

第３３条 損害の補償 

１）参加者は参加車両及びその附属品が破損した場合ならびに第三者に損害を与えた場合、ま

た道路施設等を損壊した場合、その責任を自己が負わなければならない。 

２）参加者はオーガナイザーならびに大会役員、道路施設等の管理者が一切の損害事故の責任
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を免除されていることを了承しなければならない。すなわち大会役員はその役務に最善を

尽くすことはもちろんであるが、参加者の負傷・死亡・その他車両の損害賠償などに対し

てオーガナイザーならびに大会役員、道路施設等の管理者は一切補償責任を負わない。 

３）参加者が競技中に起こしたオーガナイザーならびに大会役員車及びその器材、道路施設等

との事故はいかなる場合も参加者が責任をもって賠償するものとする。 

 

第３４条 競技会の中止、延期、取り止め、打切り 

１）保安上または不可抗力による事情が生じた場合は競技会審査委員会の決定によって競技を 

中止または延期、途中取り止めることができる。また、新型コロナウイルスによる移動制

限等が発令された場合も同様とする。 

２）オーガナイザーは参加申込み締め切り後、参加台数が 5 台に満たない場合は、競技を中止

または延期することができる。 

３）競技中止の場合，事務手数料(2,000円)を差し引き，参加料は返金される。 

 

第３５条 抗 議 

１）参加者は自分が不当に処遇されていると判断するときにこれに対して抗議する権利を有す 

る。ただし、競技会特別規則書に規定された参加拒否・審判員の判定・スタート順及び道

路状態に対する抗議は受け付けない。 

２）抗議申し立ては国内競技規則に従って文書によって行い、抗議料として 1件につき 21,200 

円を添え、競技長を経て競技会審査委員会に提出されなければならない。抗議料はその抗

議が認められた場合にのみ返還される。 

３）競技に関する抗議は競技者のフィニッシュ到着後 30分以内に文書にて提出されなければ 

ならない。ただし、チェックカード及びタイムカードの記入事項に関する抗議はそれが交

付された地点で 1分以内に口頭で行い、記入事項の訂正を受けた場合はその担当オフィシ

ャルの署名を得たもののみ有効とする。 

４）車両検査に関する抗議は判定の直後に文書にて提出しなければならない。 

５）成績に関する抗議は暫定結果発表後 30分以内に文書にて提出しなければならない。 

６）役務に付いている競技役員はたとえ抗議が提出されている場合でもそれと関係なく自分の

義務と権限を正当に執行できる。 

７）競技会審査委員会による抗議の裁定結果は競技会審査委員長により関係当事者のみに口頭

で通知される。競技会当日、競技会審査委員会の裁定が下されない場合はその暫定発表の

日時・場所を発表し延期することができる。尚、抗議は 1 件につき代表者 1 名として上記

の手続きを取らなければならない。 

 

第３６条 賞 典 

Ａ，Ｂクラス  クラス１位～３位 ＪＡＦメダル・副賞 ４位～６位 副賞 

Ｃクラス    クラス１位 ＪＡＦメダル・副賞 

ＪＡＦメダルを除き、各クラス参加台数の 30%を下回らない範囲で賞典を制限する。 

 

第３7条 本規則の解釈 

本規則ならびに各競技会特別規則書あるいは公式通知の解釈に疑義が生じた場合は競技会審

査委員会の決定を最終とする。 

 

第３８条 本規則の施行 

本規則は 2021年 6月 19日より施行する。 

2021年 6月 19日 

ＭＳＣＣラリー ｉｎ 鮫川 

大会組織委員会 


